
 

 

今年の美術部は以下のように活動しました。 

 

５月 26 日（金） 

高文連西ブロック大会(近代美術館・三岸好太郎美術館・知事公館など) 

  
 

６月 16 日（金） 

第 32回全国高等学校漫画選手権大会／まんが甲子園（高知県） 

※テーマ「異次元の〇〇」 

、予選敗退 

 

８月８日（火）～10日（木） 

北海道高等学校文化連盟第 69回石狩支部大会（札幌市民ギャラリー） 

 ※全道推薦～「未来」（油彩 F30） ３年 多田  楓 

 ※佳作～「挑戦者」（アクリル F30） ２年 村上 舞海 



※佳作～「三人寄れば」（油彩 F30） ３年 渡部さくら 

 
「よくあるエレベーター」（アクリル B1） ３年 大島 優心 

「残滓」（油彩 F30） ３年 髙橋 美優 

「不安な花」（アクリル B1） ３年 野呂 隼斗 

「心ノ歪ミ・歪ミ」（油彩 F30） ３年 宮崎 華香 

「心の温暖化」（ アクリル B1） ３年 横山 由羽 

「古の北の大地」（アクリル B1） 2 年 寺沢 康希 

「ドット 」（アクリル B1） １年 佐伯 佑空 

「夏の思い出」（油彩 F30） １年 渡部 真桜 

 

１０月５日（木）～６日（金） 

 第 57回全道高等学校美術展・研究大会（函館市） 

   
※多田、渡部、村上が参加 

 

１１月１１日（土）～１２日（日） 

 さっぽろアートステージ 2023 SCHOOL ART LIVE 2023（チ・カ・ホ）  

  ※テーマ「答えは札幌にあり！」、Art Unit-ASUKAZE として参加（入賞ならず） 

  ※作品名「目的地」 
札幌を目的地とする訪問者をモモンガや渡り鳥に見たて、訪問者が出発地からイメージする札幌を俯瞰で 

表現し、ワクワク感を出しました。テレビ塔と時計台は、開館年（1957 年）と時計稼働日（8 月 12 日） 

を表現し札幌の発展を象徴させました。開拓判官の島義勇はコタンベツの丘から荒野を眺め世界一の都市 

を作ると決意し、訪問者の島義勇の答えは「札幌」にあった。 

  


